












は じ め に
フロラジカンテルは人畜ともに多くの寄生虫に対
して有効な広域駆虫剤として今 日汎用されている｡










































No variety Sex age(month) Weight(k) 6⊂Lく` 12 18 24 30 36 42 48 54 60 66 72 78
firsttreatment(O°ay) secondtreatment(39-41days)
1 mongrel 辛 108 ll 75(25×3) llM 0 0 0000
2 mongrel 早 4 4 75(25×3) 2400 150 0 0 ○00
3 shliba ♂ 72 10 75(25×3) 9州 0 0 0000
4 mongrel ♂ 120 15 75(25×3) 700 0 0 0000
5 mongrel ♂ 12 29 75(25×3) 150(50×3) lT叩 300 200 150 1叩 ZOO 400 50 0 0 0000
6 mongrel 早 24 9 75(25×3) 1150 0 0 0000
7 mongrel d71 5 5 75(25×3) 1200 0 0 0000
8 mongrel 5 6 75(25×3) 1900 0 0 0000
9 mongrel ♂ 5 5 75(25×3) 750 0 0 0000
10 mongrel 辛 5 4.5 75(25×3) 1600 叩 0 0 000
Table2. ChemotherapeuticeficacyofpraziquantelinClonorchisinfectioncats
cats totaldose(mg/kgXdays) eggpergramfeces(EPG)
No Variety Sex age(month) yeiEht(kg) 6at-< 12 18 21 30 36 42 48 54 60 66 72 78
firsttreatment(O°ay) Secondtratment(39-41 ays)
1 mongrel ♂ 18 3 75(25×3) 1州d 100 0 0 0 00

















猫 (Table2)でもコン トロールを除 くNo.
1,N0.2の2頭とも第1回の75mg/kgの投与だ
けで12日以降完全にEPGは陰転した｡N0.3の
コントロールも39-41日に総量75mg/kgを3回
に分けて連日投与したところ48日以降は完全に陰
転した｡
考 察
プラジカンテルは人体寄生虫の中の住血吸虫の
駆除のために開発された駆虫薬で,現在では住血
吸虫のみならず広 く吸虫,条虫の駆虫に効果が認
められ使用されている｡獣医学の領域においても,
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プラジカンテルによる犬･猫肝吸虫症の治療
特に犬や猫の条虫に広 く利用されその著効が認め
られている1･2･3･4)Oいずれも1回の投与で95%以
上または1000/.の駆虫効果 を得ている.ただDi-
P勿′lobothriumen'naceiにたいしては他の円葉類
条虫における投与量より多量の投薬を必要として
いる1･3･5)｡犬や猫の吸虫に関しても肺吸虫7),壷型
吸虫6),横川吸虫9)などセ有効性が報告されてい
る｡肝吸虫に関しては人体における優れた効果が
報告されている10･11)が犬や猫の肝吸虫症について
の報告はなく,感染ラット8)においての効果が報
告されているのみである｡
今回の我々の結果においても1頭の犬(No.5)
を除いては総て75mg/kgの投与で完全駆虫され
ている｡N0.5の犬だけは第1回日の投薬により
EPGは下がったものの36日日までほぼ-定借 を
維持し,むしろ回復傾向さえ見られた｡しかし第
2回の投薬により48日以降は完全に0になり駆虫
は成功した｡人の肝吸虫症の集団治療11)において
も稔投与量75mg/kgで81.5%の治癒率が報告 さ
れている｡ただしEPG値が1000以上になると治
癒率の低下を示している｡今回実験に用いたN0.
5の犬はEPGが1700と高かったが他にもっと高
い犬が完全に治癒 しているので,他の要因が大き
く作用していたものと考えられる｡この犬は年齢
は1歳と若 く,体重も最も重 く体力的に他の犬に
勝っていたのが関係したのではないかと考えられ
る｡本剤の有効性は他の多くの吸虫や条虫で報告
されているように肝吸虫症においても総量75mg/
kgの投薬で犬では91%,猫では100%の治癒率が
得られた｡
結 論
肝吸虫を実験的に感染させた犬および猫にプラ
ジカンテルを投与し,駆虫効果をしらべた｡
1)犬では総量75mg/kgの投与で91%の治癒率
を得た｡
2)猫では稔量75mg/kgの投与で100%の治癒率
が得られた｡
3)プラジカンテルは犬および猫の肝吸虫症にお
いても有効な駆虫薬と考えられる｡
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